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The USP21 short variant (USP21SV) lacking NES, located mostly 
in the nucleus in vivo, activates transcription by 
deubiquitylating ubH2A in vitro 
（USP21の短い変異体はNESが欠失しており、in vivo では核内に多く
存在し、in vitro でubH2Aを脱ユビキチン化することによって転写を
活性化する）   
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Ubiquitin specific peptidase 21 (USP21)はユビキチン化ヒストン H2Aのイソペプチド結








 本研究では cDNA を用いて USP21 の発現を RT-PCR で検討する過程においてスプライシン
グバリアントの存在を示唆する産物を見いだした。この産物をサブクローニングし解析す
ることにより Nuclear Export Signal (NES)が欠失した USP21 short variant (USP21SV) を
同定した。NES を有する USP21 long variant (USP21LV)と USP21SV の細胞内局在の違い、
酵素活性の違い、細胞内での働きの違いを明らかにするため in vivo, in vitro の実験を
行った。 
 まず USP21SVの全長を pET15プラスミドにサブクローニングし、USP21SVの塩基配列を確
認した。USP21SVは、既に報告されている USP21LVと比較してエクソン 2の一部(87アミノ
酸)が欠失した splicing variant であり、細胞での局在に影響する Nuclear Export Signal 
(NES) を欠失することを確認した。 
 次に USP21LVと USP21SVの in vitroにおけるユビキチン化ヒストン H2Aの脱ユビキチン
化酵素活性を比較するため、His-tagを融合させた USP21SVおよび USP21LVを E.coli を用
いて発現・精製し、解析した。どちらの variant もヒストン H2A とユビキチンとのイソペ
プチド結合を加水分解することが出来たが、in vitro においては USP21LV がより強い脱ユ
ビキチン化酵素活性を示した。 




性の指標である細胞核内の ubH2A のシグナルは USP21SV と USP21LV を発現させることによ
り共に減弱した。 
 USP21SVと USP21LVの酵素活性を in vivoで比較するため、293T細胞に USP21SVと USP21LV




 本研究ではユビキチンとヒストン H2A とのイソペプチド結合加水分解を触媒する脱ユビ
キチン化酵素である USP21の NESが欠失した USP21 short variant (USP21SV)を同定した。
USP21SV は USP21LV と比較して核内に多く局在し、遺伝子転写制御に関わることを示唆し
た。USP21SV および USP21LVの局在の違い、酵素活性の違いは、細胞内でのユビキチン化、
脱ユビキチン化のネットワークにおいて USP21は複数の役割をもつことが示唆される。 
 
